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ABSTRACT:Ninespecies,threevarietiesandtwofomsincludingeightalienplantswhichare

newlyfoundinNagasakiPrefecture,andeightrarespeciesaredescribedinthispaper.The

distributionmapofCissamPelosinsukzrisinwesternKyushuwasilustrated.Thenewlocalityof

LasianthwJ'aL)onicwvar.saiumensisisthenorthernlimitofitsdistributioninKyushu.

は じめ に

本研究は長崎県のフロラの解明を目的とする

もので,主として外山 (1980)の ｢長崎県植物

誌｣および松林 (1981)の ｢長崎県シダ植物誌｣

の目録に記されていない,いわゆる県新産の植

物と,希産種の産地追加を記録する｡前報に引

き続いて,番号,種名,科名,産地,発見年月

日,標本番号の順に記してある｡

本報告をまとめるにあたって,標本をいただ

いた五島高校池崎善博氏,元長崎大学篠原裕志

氏に厚くお礼申し上げる｡

県新鹿の植物

外山 (1980)および松林 (1981)の目録に記

載されていないもので,筆者が確認したものを

記しておく,一部はすでに記録されたものもあ

るが,文献名と共に新たにあげておく｡

薪産の在来種

108.ヒメアシボソ Eu血IhlViminea(Trim.)

0.Kuntzevar.viminea(イネ科)

諌早市富川町富川渓谷,Nov.4.1990,

(No12680)

のぎがほとんどないことによって,変種のア

シボソ (var.polyshZChya)と区別される｡アシ

ボソと共に各地から報告されているが,外山

(1980)には記載されていない｡アシボソとは

しばしば連続し,品種とする意見もある｡

109.ジングウスゲ Carexsacy10SanChZHonda

(カヤツリグサ科)

諌早市富川町富川渓谷,Nov.4.1990,

(Na12691)

ナキリスゲに比べて全体繊細で,高さ約40cm,

栗のうはやや滑らかで毛が少ない｡すでに杉本

(1973)は産地として対馬をあげているが,外

山 (1980)には記録されていなかった｡

110.ホソバハンゲ PinellhzternahlBreiten-

bachi.angushZh2Makino(サ トイモ科)

長崎市片淵町,Sept.21.1988,(NQ12258)

カラスビシヤクの小葉が線形になる品種であ

る｡本種の葉はしばしば変異し,広卵形のもの

を採集したこともある｡

111.ユ キヤ ナ ギ SpoylaeathunbergiiSieb.

(バラ科)

諌早市富川町富川渓谷,Mar.21.1989,

(Nn12418)

鑑賞用に栽培もされ,種子で容易に繁殖する

ためか,各地に野生化したものを見ることがあ

る｡本来の生育地は渓流の岩上であり,富川渓

谷のものは自生のものと考えられる｡
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112.サツマルリミノキ LasianLhusjaL)onicus

Miquelvar.satsumensisMakino(アカネ科)

東彼杵郡東彼杵町千綿渓谷,Nov.18.1990,

(Nn12711)

ルリミノキに似ているが,枝や葉柄,葉裏脈

上に毛が残ることで区別される｡ただし,毛の

多いものから少ないものまで変異は大きい｡ル

リミノキより南に分布し,本州からは報告され

ていない｡県内はすでに伊藤編(1990)『長崎県

の森林と樹木』に写真が載っている｡

113.ホ ソバ コンギ ク AsEer ageylatOides

Turcz.var.angustlfoliw Kitam.(キク科)

東彼杵郡東彼杵町千綿渓谷,Nov.18.1990,

(Nn12705,12708)

ノコンギクに似ているが,葉は細く線状皮針

形または皮針形で,渓谷の岩上に生育し,固有

の渓側群落を形成する｡葉の幅はかなり変異す

るが,千綿渓谷には少なくない｡葉がさらに細

く,線形のものをタニガワコンギクと言うが,

長崎県には産しないようである｡

新産の帰化植物

114.ヒメモロコシ Sorghumhah?DensePers.

f.muticumHubb.(カヤツリグサ科)

長崎市岩川町,May10.1989,(NQ12490)

地中海原産の帰化植物で,セイバンモロコシ

ののぎのない品種である｡各地に見られるもの

と思われる｡

115.ハラン AspidistylaekltiorBlume(ユリ

料)

長崎市西町,May12.1988,(Na12119):佐世

保市崎針尾,Jam.5.1989,(No.12596)

鹿児島県黒鳥や種子島に自生する植物で,葉

を料理の敷き物などに使うため,古くから栽培

されてきた｡今ではほとんど使われていないた

め,日本南部に野生化している｡長崎でも人里

近くの竹林や照葉樹林の縁などに見られるo

116.タマ スダ レ Zephyranlhes candida

Herb.(ユリ科)

西彼杵郡野母崎町脇岬.Sept.30.1988,

(Nu12279):松 浦 市 志 佐,Oct.18.1990,

(Na12694)

南アメリカ原産の栽培植物であるが,人家近

くの空き地などに野生化している｡特に堤の斜

面など草刈が行われている所では,他の植物と

の競争にも強く,絶えることがない｡

117.ニラ Allium iuberosum Rottler(ユリ

料)

西彼杵郡野母崎町脇岬,Sept.30.1988,

(Nn12280)

日本に自生している所もあるが,ふつう食用

に栽培される｡種子で簡単に繁殖することがで

きるためか,県下には石垣などに野生化し,広

がっている｡

118.ミヤガラシ Rapistyum ngosum (L.)

All.(アブラナ科)

西 彼杵 郡 時 津 町継 名,May25.1989,

(No.19429)

欧州原産の帰化植物であるが,全国的に少な

い｡果実は2節に分かれ,上部のものが丸く膨

らむのが特徴で,他のアブラナ科の帰化植物と

は容易に区別できる｡

119.カミヤツデ (ツウダツポク) TelylaPanar

pal)ynferK.Koch(ウコギ科)

長崎市花丘町,Dec.5.1988,(Na12385);北

高来郡小長井町牧,Dec.9.1989,(NQ12584)

ヤツデを大形にした姿をしており,古く鑑賞

用に渡来したものであるが,長崎県では野生化

している所は珍しくなく,種子で容易に繁殖す

るため,しばしば斜面に純群落を作っている｡

寒さに弱く,年によっては冬に葉がすっかり枯

れてしまうこともある｡

120.オオキンケイギク Coeopsis klnCeOhzkl

L (キク科)

西 彼 杵 郡 時津 町継名,May25.1989,

(Na19428)
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北米原産の帰化植物で,県内では新しく作ら

れた道路の法面などによく見られ,しばしば群

生する｡5月の花期には美しい｡

121.アカミタンポポ TwM Cum h2eZJigalum

DC.(キク科)

長崎市大黒町,Dec.23.1989,(NQ12588)

欧州原産の帰化植物で,セイヨウタンポポに

似ているが,一般に葉の切れ込みが深く,より

市街地に多い｡果実が赤褐色である点がはっき

りとした特徴である｡

希少植物の産地追加

75.リョウメンシダ A71aChniodesshZndikhii

(Moore)Ohwi(オシダ科)

東彼杵郡東彼杵町千綿渓谷.Nor.18.1990,

(Na12709)

温帯性のシダで,本州ではスギ植林地などに

群生し,ふつうであるが,県内では多良岳,

雲仙岳をはじめ,長浦岳,八郎岳など産地

は限られている｡千綿渓谷にわずかに生育

していた｡

76.コキ ンバ イザサ HiQoxis aurea

Lour.(キンバイザサ科)

北松浦郡新魚目町番岳,July29.1976,

(Na9543)

草原に生育する希な植物で,五島列島で

は初めての記録である｡7月下旬に番岳を

訪れた時,ちょうど黄色の花をつけていた

ので発見することができた｡

77.ミヤマム ギ ラ ン Bulbo♪hyllum

japonicumMakino(ラン科)

長崎市平間町滝の観音,Feb.15.1980,

(NulO796)

樹皮上や岩上に着生し,群生する小型の

ランで,県内では外山 (1980)によると西

彼杵郡琴海町長浦にのみ記録されている｡

滝の観音では渓谷の岩上に生育したが,長

崎大水害 (1982年7月)以後見ておらず,

消失したのかも知れない｡

78.ミヤコジマツヅラフジ Cissam♪elos in-

suhZrisMakino(ツヅラフジ科)

北松浦郡大島村二神島,Åug.5.1983,

(NollO73):西彼杵郡外海町大ひき島,Feb.

17.1991,(Nu12750)

本種の新産地については,すでに小値賀町美

長島と福江市赤島から報告したが (中西1988),

さらに大島村二神島と外海町大ひき島で発見す

ることができた｡大ひき島には道路沿いや林綾

部などに多産する｡長崎県ではその他壱岐の若

宮島,初山(品川1977),鷹島,福江島,阿値賀

島に産する｡本種は九州西回り分布を示し,山

口県見島まで分布するが,不思議なことに九州

本土には産せず,島峡部に限られる｡西九州に

おける分布図を図1に示しておく｡佐賀県の分

布は馬場 (1981)を参考にした｡

129. 130●●

128023'- 32 車. ltA.∠>d ク守 . 31日○γV

図 1.西九州におけるミヤコジマツヅラフジの分布
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79.コクサギ OrixajaPonicaThunberg(ミカ

ン科)

福江市崎山,Apr.6.1990,(Nu12695)

県下には広く分布,山地に生育するが自生地

は少なく,五島列島では初めての発見である｡

上記の標本は池崎善博氏によって採集されたも

のである｡

80. ウ ン ゼ ン ト リ カ ブ ト Aconiium

kiushznumNakai(キンポウゲ科)

南高来郡千々石町川床町,Nov.7.1990,

(Na12718)

和名のように雲仙岳周辺に産するが,比較的

海抜の高い所に生育する｡上記の産地は篠原裕

志氏によって発見されたもので,最も低い産地

であろう｡

81.ニガキ Picyiasmaq〟がSioidesBennett(ニ

ガキ科)

長崎市弥生町,Dec.7.1990,(Nn12720),佐

世保市牧島,Jam.12.1991,(Na12749)

温帯性の樹木で,これまで多良岳,国見岳,

大村市,福島町の産地が記録されているが,(外

山1980),上記の地で発見することができた｡佐

世保市牧島にはかなり大きな個体があり.それ

から種子で繁殖したと思われる小個体が多く見

られた｡

82.ノアサガオ PharbitiscongeskZHara(ヒ

ルガオ科)

北 高来郡 飯盛 町 向島,Dec.15.1990,

(NQ12728,12729)

五島をはじめ,本土側では西彼杵半島,南高

来郡千々石町などに点々と産地があるが,少な

い｡向島ではかなり大きな群落で,林縁を被っ

ている｡花はよく咲くが,結実は少ないらしく,

栄養的に繁殖している｡
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